
児童が各教科等に係る力を発揮しながら主体的に取り組む生活単元学習の指導

― 「授業づくりシート」の作成と活用を通して ―

【教師の願い】

児童が自分で活動に取り組む力を高めたい。

各教科等の学びをいろいろな活動で発揮できるようにしたい。
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行きたい場所を伝える場面（Ｂ児）サンドイッチづくりの場面（Ａ児）

写真やイラストを貼ったカードを活用し、
一人で友達に自分の気持ちを伝える。

川で石遊びしたいです。
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伝える（国語）

持ち物を準備する場面（Ｃ児）

ねらったところに手を
動かす（自立活動）

たくさんジャムを
つけるぞ

写真付き持ち物リストを活用し、自分か
ら準備を進める。

持ち物を準備する
（生活）

必要な持ち物は
お弁当と…

【児童の実態】

関心のあることには意欲的に取り組める。

やりたいことを上手に伝える手段が少ない。

児童の思いに沿った（主体的に取り組める）単元と目標の設定

成果と課題
○ 「授業づくりシート」の活用により、児童の思いに沿った単元となり、自分から活動したり、一人でやろうとしたりする姿が増えた。

○ 「授業づくりシート」の活用により、一人一人の児童への支援が焦点化され、各教科等の力を発揮する姿が見取れた。

● 授業づくりにおいて、各教科等に係る力を教師が意識しすぎると、児童の思いから離れた活動内容になってしまうため、留意が

必要である。

手立て 「授業づくりシート」の活用

活動に必要な各教科等に係る力の想定と支援の検討

授業実践「電車でおでかけ」での児童の取組の様子

④ 単元に係る活動が、一定の期間、児童の
学校生活の中に位置付けられるように、単元
計画を立てる。

〈毎授業後〉
□欄を使用して、中間評価し授業改善を図る。
事後評価の結果を個別の指導計画にまとめる。

① 個別の指導計画を踏まえながら、生活の姿
から思い（やりたいこと）を汲み取る。

⑤ 単元全体の活動の中に含まれる各教科等
の内容を検討する。 児童が主体的に活動に
取り組む中で、必然性をもって学べる内容を
選定する。

⑥ ⑤に係る力を発揮しながら取り組む姿や身
に付けている姿を児童ごとに想定する。その
姿を引き出すために必要な支援（教材、環境
設定、教師の関わり方等）を検討する。

③ ②の中で、自然なまとまりができる組合せ
を検討し、☑を入れ、児童との合い言葉にな
る単元名と、単元全体の目標を決める。

② ①の思いを受けて、児童が主体的に取り組
む姿がイメージできる活動を複数挙げる。

児童の思いに沿った（主体的に取り組める）単元と目標の設定

支援具でパンを固定し、スプーンを使い
自分で何度もジャムを塗る。


